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対象：日本の英語教育における

量的な実証研究を行っている・行いたい大学院生／研究者

目的：英語教育研究および論文の「質」について考える

方法：レクチャー（鈴木の研究経験の共有）

＋ワークショップ（国内学術誌の論文のミニサーベイ）

本ワークショップの目的



Agenda

1. 実証的・量的な研究の目的

2. 研究・追試研究の例

3. 英語教育研究・論文の「質」を高める（１）

4. 英語教育研究・論文の「質」を高める（２）

5. 質を高めるアプローチとしてのOpen Research Practice



数値化データなどをもとに、客観的で一般化された知見を生み出す
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量的研究の目的はなにか？

量的研究 質的研究

1. 英語指導・学習に関する事象の全
体的な特徴や傾向について明らか
にする

2. 英語指導・学習に関する個人差の
影響について明らかにする

1. 文脈を考慮しながら、現象を深く捉
える

2. 文脈を考慮しながら、参加者の変容
を深く捉える

3. 研究参加者の視点から経験の意味や
認識を深く捉える

浦野他 (2016)



特に量的な実証的アプローチが主流 (Mizumoto et al., 2014)
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日本の英語教育研究の全体像

実証研究のうち量的研究は、８２．６％



心理学・第二言語習得研究などの関連分野の影響を受けている
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日本の英語教育研究の対象

研究関心・対象

• 1990年代では「指導」に焦点が当たっていたが、2000年代からは「学習」へ焦点が当
たっている

• 英語習得・心理言語学が多い

• リーディング、語彙指導が増えている
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効果的な繰り返し英語練習のタイミングは？
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量的研究の具体例

文法練習 文法練習

文法練習 文法練習

集中練習

分散練習

1日後

1週間後



外国語学習者の文法習得（特に流暢さの発達）にとって、

集中練習と分散練習には大きな差がない

9

研究例：Suzuki & DeKeyser (2017)

Suzuki, Y., & DeKeyser, R. M. (2017). Effects of distributed practice on the proceduralization of morphology. Language Teaching Research, 21(2), 166-188. 



落とされて続けて3年以上

• 博士課程のときの最初の研究(Qualifying Paper)

• 4つのジャーナルで落とされる(SSLA→LL→AL→MLJ→LTR採択!)

• 書き直しは10回以上。

• （博士号取得してから）採択された。

落とされた理由

先行研究とは真逆の結果だった

先行研究では、練習回数が2日だけではなく、4日間だった。

➔追試したらどうなるのか？

この論文の裏話



• 日本人大学生60名

• “スプラン語”の動詞の進行形

Suzuki, Y. (2017). The optimal distribution of practice for the acquisition of L2 

morphology: A conceptual replication and extension. Language Learning, 67, 512–545. 

日本に帰国後、追試を行った
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分散学習の研究はARELEでも出版されている
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量的研究の成果をまとめる
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分散学習に関する研究が広がり始めた

メタ分析
• 論文を書き、投稿して、採択されたら、そこで終わりではない
• 外国語学習に関する全体像について把握することに有効

分散学習の効果についてのメタ分析 (Kim & Webb, 2022)
• 間隔を空ける分散学習は、習得にどれくらい役立つのか？
• 48のL2研究の成果を統合➔（特に語彙習得おける）分散学習の効
果を確認

Kim, S. K., & Webb, S. (2022). The effects of spaced practice on second language learning: A meta-analysis. Language Learning, 72(1), 269-319.



どのように論文で必要な情報が報告されているか?
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メタ分析に必要な情報は？

2つの主要L2国際学術誌の場合 (Plonsky, 2013)

Language Learning & Studies in Second Language Acquisition

1990-2010年まで

• 以下の項目は研究データを評価する上で重要な指標だが、必ずしも
論文内に報告されていなかった。

• Sample size

• Mean, SD

• Effect size (26%)

• Confidence interval (5%)

• p value (p = .XXと数値記入は49%)

• Reliability (inter-rater reliability, instrument reliability)

28% (Derrick, 2016)

• Statistical assumptions checked 17% (Hu & Plonsky, 2021)

※検定力も不十分(cf., Mizumoto et al., 2014)



量的研究の成果を統合するには、論文報告の“質”を高める必要性
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必要な情報は漏れなく報告されているか？

Plonsky (2023, AAAL Plenary)
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英語教育の実証研究・論文を調べてみよう！

グループ活動①

1. 3-4人一組になる

2. 自分が持っている国内学術誌論文

(CELES, ARELE)から、

コーディングする論文を１本選ぶ

・量的研究

・比較的新しいもの

（できれば、教育場面での実証研究の論文）

コーディング
研究目的と結果概要（一言で説明）
1. Sample size
2. Mean
3. SD
4. p = .XX. 

(APA 7thではp < .001のときのみ不等号OK)
5. Effect size
6. Confidence interval
7. Reliability

(inter-rater reliability/instrument reliability)

8. Statistical assumptions checked

時間配分：10分調べて、10分共有
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GeneralizabilityとParticularaizability
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量的研究からもっと知りたいことは？

Generalizaiblity（一般化）とは

英語指導・学習に関する事柄の全体的な特徴や傾向

例）分散学習の一連の研究成果をまとめると

一般化（大） ：学習機会の間に時間を空ける分散学習によって、英語力の定着が高まる。

一般化（中） ：語彙学習において、分散学習は語彙知識の定着が高まる。

一般化（中） ：文法知識の流暢さを高めるには、集中的に練習させることが効果的である。

➔特定の学習者集団ではなく、
様々な教育環境などに当てはまりやすい知見としてまとめる

Clarke (1994); Spada (2019)



GeneralizabilityとParticularaizability
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量的研究からもっと知りたいことは？

Particularizability（特定化）とは

特定の英語指導・学習コンテクストに起こった事象・経験について詳しく説明
して、別の英語教師の指導に役立てる

どのような説明が役立つか？

• 学校・指導コンテクスト（例: 受験指導が重視されているか？）
• 実験参加者（例：生徒の実験課題への取り組み度合い）
• 研究者の役割について
• 使った教材（実例があるか？、そのまま授業で使える情報があるか？）
• 使ったテスト（実例があるか？、そのまま授業で使える情報があるか？）

Clarke (1994); Spada (2019)



読者自身の状況を振り返りながら、

どう関連するか、どう活かせるかを考えやすくなる。
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論文のParticularizabilityが高まると…

特に日本の国内英語教育論文ジャーナル（ARELE, CELESなど）では

日本の英語指導・学習に関する知見をまとめるときに役立つ

例）CELESでは、Written corrective feedbackやExtensive readingの研
究が多く投稿されている。

Particulraziability➔日本の高校生を対象に行ったWCFやERの効果は？
進学校や学力困難校での実施の違いは？実際に使った教材は？



Particulraziabilityの観点から、論文を読み直してみよう！

グループ活動②

コーディング

1. 学校・指導コンテクスト（例: 受験指導が重視されているか？週に何回の英語授業を受

けている？）

2. 実験参加者（例：英語力、生徒の実験課題への取り組み度合い）

3. 研究者の役割について

4. 使った教材（実例があるか？、そのまま授業で使える情報があるか？）

5. 使ったテスト（実例があるか？、そのまま授業で使える情報があるか？）

Bonus:日本の英語教育を考える上で、報告してもらいたい情報には他に何があるか考えてみよう
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国際誌での例：Ammar & Spada (2006)

カナダ・ケベック州における小学6年生へ英語教育

口頭訂正フィードバックのリキャストとプロンプトの違いが、
どのように代名詞(his/her)の習得にどう影響するかを検証
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６名の普段の訂正フィード
バックの与え方を観察



Prompt重視Recast重視 訂正フィードバックしない

６名の普段の訂正フィード
バックの与え方を観察
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研究手法、ツール、データを公開することで、研究の質を高めていく
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もっと私達の研究をOpenにしよう
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Open Research Practiceの３つのメリット

✓ 他の人が追試をしやすくなり、英語教育研究全体の研究が進みやすくなる①追試

✓ データを取る前に研究手法の査読を行うことで、研究の質が高まる
②事前

登録

✓ 学会に関係する人だけではなく、成果をより広く社会へ公表できる
③成果の

発信
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Open Research Practiceのメリット ①追試がしやすくなる

Marsden et al. (2018) 
1973年-2015年までのジャーナル論文(LL, MLJ, SSLA, AP, FLA)
追試だと確実に判断できる研究論文の割合

0.7 % （35本/5000本)



研究マテリアルを共有しよう
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①追試がしやすくするためにできること

IRIS is a free, searchable, up- and downloadable collection of 
datasets and instruments, materials, and stimuli that are used to elicit 
data for research into first, second, and foreign languages. 



34
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Open Research Practiceのメリット ②事前登録（Registered report）



データ収集の前に、論文投稿して質を高めることができる

36

Open Research Practiceのメリット ②事前登録（Registered report）

Stage 1 manuscript データ収集

✓ 序論、仮説、研究手法、分析
計画の原稿を提出。

✓ 提出した原稿は査読を受け、
査読に通るとin-principle 
acceptanceとなる。

✓ データ収集と分析を開始する。

✓ Stage 1 manuscriptに記載し
た内容から逸脱することは許
されず、変更が必要な場合は
事前にEditorの許可を得る必
要がある。

1 2 Stage 2 manuscript

✓ Stage 1 manuscriptに結果、
考察、結論を追加した原稿を
提出。

✓ Stage 1と同じ査読者からの
査読に通るとregistered 
reportとして出版される。

✓ Stage 1にない追加分析は、
明記すれば追加可能。

3



研究論文の成果を、研究者以外の人たちへも伝える

37

Open Research Practiceのメリット ③Open Access

OASIS summaries are one-page descriptions of research articles on 
language learning, language teaching, and multilingualism that have 
been published in peer-reviewed journals listed on the Social Science 
Citation Index or the Arts and Humanities Citation Index. 
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スピーキングタスクの繰り返し練習ｘ

学習者のエンゲージメントと認知的判断

39

OASIS Summaryの例

Hanzawa, K., & Suzuki, Y. (2023). How do learners perceive 

task repetition? Distributed practice effects on 

engagement and metacognitive judgment. The Modern 

Language Journal, Early View, 1-28. 
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研究の概要とその重要性

研究者が行ったこと

研究者が明らかにしたこと

どういう示唆があるか

繰り返し練習の効果は認められつつあるが、
教師は繰り返しへの否定的な印象を持ってい
ることが少なからずある

大学生への一般英語授業で、6コマ漫画を活
用したスピーキングの繰り返し練習を行った

• 学習者は4－5回まで繰り返すことで自分
のスピーキング能力が伸びると感じた

• 90分の授業中に、30分間を空けただけで
も、繰り返し練習への効果を感じやすく、
エンゲージメントも高まった。

タスクの種類、繰り返し方、学習者の特性に
よって、繰り返し練習は肯定的に捉えられる



「Open SciencePracticesはこれからのL2研究の心得」

41

1. 研究コミュニティで協力することにより、より効率的かつ効果的な研究

が可能となる。

2. 他の研究者も実験のマテリアルを確認できるため、研究に対する信頼性

が高まる。

3. 自分の研究マテリアルを公開することで、他の研究者がそれを再利用し

て、追試実験などの研究を進めやすくなる。



大学院での教育

将来の研究者にとっても

「Open SciencePracticesは研究の心得」

時間がかかるため、大学院生には難しいが、、、

• 自分の研究について批判的かつ詳細に検討できる

• 追試では、どの要因を変えるか変えないか、理論的な側面などか

ら検討する必要がある

• 事前登録では、先に方法論から分析まで検討する

• フィールド・学会が、Open researchにインセンティブを与える必

要があると提言

(Hui et al., 2023)



実証的・量的な研究目的は、全体的な特徴や傾向をつかむことにある。

英語教育研究論文の「質」を高める前提条件としての統計値の報告。

英語指導条件などについて詳しい情報があると、量的な研究の解釈に役立つ。

Open Research Practicesは、研究分野全体の信頼性・推進力を高める。

より「質」の高い英語教育研究を目指して
Open Research Practicesから考えてみる

@YSuzuki_SLAer

神奈川大学 鈴木祐一

https://twitter.com/YSuzuki_SLAer
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